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　最近の住居は，省エネルギーなどの観点からさまざまな建材や建築
法の開発に伴って，室内の気密性が高くなってきています。経済効率
は良くなり，建材や家具・壁紙などにも化学物質が使用されるように
なりました。さらに防虫剤や殺虫剤などにも化学物質が入っています。
そのような住居環境，室内環境の中で，広い意味でこういった室内環
境が中で居住する人々の健康障害を惹起するようになったことがわ
かってきました。これをシックハウス症候群と呼びます。もちろん，
広い意味では湿度環境や気密化に伴うダニやカビの繁殖に伴う健康障
害も含みます。しかし，本書で取り上げるのは，より狭義の化学物質
による健康障害です。
　欧米諸国ではシックビルディング症候群と呼ばれ，WHO（世界保健
機関）の定義によると以下のような症状が出現します。
●目、特に眼球結膜、鼻粘膜及び喉の粘膜刺激症状●唇など粘膜の乾燥・
皮膚刺激、皮膚の紅斑、じんま疹、湿疹●疲労の感じやすさ
●頭痛、頻発する気道感染●息が詰まる、喘鳴・非特異的な過敏症／
過敏反応●嗅覚及び味覚の異常●めまい、吐き気、嘔吐です。
　日本では主に団欒の場であるべき自宅住居で発症が見られたため和
製英語であるシックハウス症候群を用いるのが通例になりました。た

だし，学校校舎などで生じた場合には，シックスクール症候群などと
呼ぶ場合もあります。
　保険診療の中で，正式な病名として「シックハウス症候群」は掲載
されておりますが，しかし，まだまだその概念や病態，あるいは対応
や予防について，広く知れ渡ってないのも事実かと思います。　
　こういった問題を中心に扱ってきました日本臨床環境医学会では，
実施医家の皆様の診療デスクの横に立てかけていただいて，何かあや
しいと思われた場合に，簡単に手に取って日常の診療に役立てていた
だける「シックハウス症候群マニュアル」を刊行し，多くの先生方にシッ
クハウス症候群へのご理解を深めていただき，ひいては，本症で苦し
まれてらっしゃる多くの患者さんに少しでも役立つ診療につながれば，
という思いを強めてきていました。
　そして，今回，厚生労働省科学研究費で展開された２つの対応班研
究の報告書を基盤に，その成果をまとめる形で，本書「シックハウス
症候群マニュアル」を上梓することになりました。
　是非，日常に診療にお役立ていただければ幸いです。

「まえがき」より、日本臨床環境医学会　編集委員長　大槻剛巳（川崎医科大学衛生学教授）

シックハウス症候群マニュアル

気密化した室内空気環境によって，快適なはずの住
居環境が，人の健康に危害を及ぼす！
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